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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
マ
イ
ペ
ー
ス
な
恋
物
語

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
６
３
９
Ｌ

【
作
者
名
】

　
依
景
 

吏
音

【
あ
ら
す
じ
】

　
雪
翼
学
院
に
は
特
殊
な
生
徒
会
が
存
在
す
る
。

あ
る
事
が
き
っ
か
け
で
生
徒
会
の
雑
用
を
命
じ
ら
れ
た
篠
山
柚
稀
。
生
徒
会
と

醍
掟
部
の
メ
ン
バ
ー
で
色
々
な
事
へ
足
を
踏
み
入
れ
て
行
く
事
に
―
―
・
・
・
・

・
・
！
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壱
（
前
書
き
）

久
し
ぶ
り
に
書
い
た
小
説
で
す
ね
。

内
容
が
ご
っ
ち
ゃ
ご
っ
ち
ゃ
し
て
る
・
・
・
（
泣
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壱
か
ご
め
か
ご
め

籠
の
中
の
鳥
は

い
つ
い
つ
出
や
る

夜
明
け
の
晩
に

鶴
と
亀
が
滑
っ
た

後
ろ
の
正
面

だ
ぁ
れ
―
―
・
・
・
・
・
・

雪
翼
学
院
 
 

生
徒
会
室

バ
タ
バ
タ

「
怜
壱
、
書
類
整
理
こ
れ
で
終
わ
り
で
さ
ぁ
」

「
・
・
・
御
苦
労
様
。
」

「
た
ま
に
は
会
長
も
お
手
伝
い
お
願
い
致
し
ま
す
よ
。
僕
等
だ
け
で
は
時
間
が

掛
か
り
過
ぎ
ま
す
」

「
厭
。
」

「
返
事
が
早
い
事
で
何
よ
り
だ
ね
い
。
即
答
は
困
る
な
ぁ
、
怜
壱
」

「
拒
否
。
」

「
酷
い
で
す
よ
」

「
別
に
。
」

バ
タ
バ
タ

「
ふ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
―
―
―
・
・
・
・
」

「
お
、
盛
大
な
欠
伸
だ
ね
い
♪
」
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バ
ン
ッ

「
先
輩
、
大
変
な
事
が
起
き
た
！
」

「
会
長
さ
ん
、
教
室
が
・
・
・
」

「
又
か
い
？
最
近
多
く
な
っ
て
き
た
ね
い
」

「
ふ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
―
―
―
・
・
・
・
」

 
王
深
　
怜
壱

ノ
ウ
ミ

リ
ョ
ウ
イ
チ

こ
の
学
院
の
生
徒
会
会
長
で
あ
り
な
が
ら
、
と
て
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
呑
気
者
。

万
年
低
血
圧
の
寝
不
足
、
栄
養
失
調
気
味
。
一
様
は
こ
の
物
語
の
主
人
公
（
な

は
ず
・
・
・
。
）

「
欠
伸
ば
っ
か
り
す
る
な
！
少
し
は
慌
て
る
、
っ
て
言
う
言
葉
を
覚
え
た
方
が

良
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
！
？
」

 
篠
山
　
柚
稀

サ
サ
ヤ
マ

ユ
ズ
キ

あ
る
事
が
き
っ
か
け
で
生
徒
会
の
雑
用
を
や
っ
て
い
る
。
勉
強
は
中
の
上
、
運

動
神
経
は
男
子
並
み
と
言
う
体
育
会
系
。
妹
と
二
人
暮
ら
し
の
た
め
料
理
は
得

意
。

「
ま
ぁ
ま
ぁ
。
柚
稀
ち
ゃ
ん
は
落
ち
着
く
、
っ
て
言
う
言
葉
覚
え
た
方
が
良
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
い
？
」

 
谷
田
　
鈴
榎

ヤ
タ

ス
ズ
カ

決
し
て
馬
鹿
で
は
な
い
（
は
ず
だ
）
が
、
少
々
抜
け
て
い
る
生
徒
会
書
記
。
売

ら
れ
た
喧
嘩
は
買
う
が
座
右
の
銘
で
喧
嘩
慣
れ
し
て
い
る
。
い
つ
も
は
ヘ
ラ
ヘ

ラ
し
て
い
る
が
怒
る
と
怖
い
。
江
戸
っ
子
口
調
が
特
徴
的
。

「
う
、
五
月
蝿
い
な
！
」

「
柚
稀
、
怒
っ
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
よ
ー
?
」
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神
谷
　
濡
音

カ
ミ
ヤ

ミ
オ
ネ

勉
強
は
さ
っ
ぱ
り
だ
が
、
運
動
神
経
は
抜
群
。
喧
嘩
慣
れ
は
し
て
い
な
い
が
、

武
道
は
全
般
習
っ
て
い
た
の
で
強
い
。
天
然
馬
鹿
な
の
で
空
気
を
読
ま
な
い
事

も
多
々
。

「
ど
う
や
ら
貴
方
方
は
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
体
質
の
御
様
子
で
す
ね
」

 
遊
澤
　
未
邦

ユ
サ
ワ

ミ
ク
ニ

敬
語
や
謙
譲
語
、
尊
敬
語
を
使
っ
て
い
る
丁
寧
な
対
応
を
す
る
為
一
部
で
人
気
。

し
か
し
、
自
分
の
思
っ
た
事
を
ズ
バ
ズ
バ
言
う
癖
が
あ
る
の
で
人
を
傷
付
け
る

事
も
。

「
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
ト
ラ
ブ
ル
体
質
、
っ
て
ね
い
」

「
五
月
蝿
い
。
元
は
と
言
え
・
・
・
」

「
柚
稀
が
悪
い
ん
じ
ゃ
ん
・
・
・
」

「
・
・
・
過
去
を
振
り
返
る
の
は
あ
ま
り
良
く
な
い
よ
、
先
輩
」

「
た
ま
に
は
過
去
も
振
り
返
る
べ
き
さ
ぁ
。
前
だ
け
を
向
い
て
歩
い
て
行
け
る

奴
な
ん
て
早
々
居
な
い
ね
い
」

「
現
在
進
行
形
で
僕
達
の
目
の
前
に
居
ま
す
が
・
・
・
」

「
怜
壱
は
過
去
何
か
振
り
返
る
訳
が
な
い
だ
ろ
い
」

「
想
像
も
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

「
君
等
僕
を
何
だ
と
・
・
・
」

「
ろ
く
で
な
し
（
で
す
ね
）
」

「
二
人
同
時
た
ぁ
凄
い
じ
ゃ
な
い
か
い
。
あ
は
は
は
は
！
！
！
」

「
笑
わ
な
い
で
よ
、
鈴
榎
」

「
は
は
・
・
・
こ
り
ゃ
ぁ
失
礼
し
た
ね
い
。
で
も
、
笑
い
事
で
い
」

「
・
・
・
（
泣
」

「
あ
ー
、
面
白
い
ね
い
・
・
・
っ
て
。
未
邦
、
ど
う
か
し
た
の
か
い
？
」

「
血
生
臭
い
で
す
・
・
・
」

「
血
の
匂
い
か
い
？
慣
れ
て
る
か
ら
あ
ま
り
分
か
ら
な
い
ね
い
」
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「
慣
れ
て
良
い
匂
い
で
は
な
い
よ
、
鈴
榎
先
輩
」

「
ま
ぁ
ね
。
こ
の
教
室
か
い
？
」

コ
ク
ン

「
血
の
匂
い
が
一
番
濃
い
ね
い
・
・
・
面
白
く
な
り
そ
う
で
い
・
・
・
♪
」
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弐
（
前
書
き
）

な
ん
か
友
達
が
キ
ャ
ラ
の
声
優
さ
ん
決
め
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

・
王
深
怜
壱
…
代
永
　
翼
さ
ん

・
谷
田
鈴
榎
…
羽
多
野
渉
さ
ん

・
遊
澤
未
邦
…
入
野
自
由
さ
ん

ま
だ
出
て
き
て
な
い
キ
ャ
ラ
で

・
不
知
火
楔
…
市
来
光
弘
さ
ん

・
廼
阪
　
聖
…
櫻
井
孝
宏
さ
ん

・
永
前
拓
麻
…
神
谷
浩
史
さ
ん

・
永
前
朔
麻
…
下
野
　
絋
さ
ん

こ
こ
ら
辺
は
徐
々
に
出
て
き
ま
す
よ
。
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弐
雪
翼
学
院
 

学
長
室

「
嫌
な
位
に
静
か
だ
ね
い
」

「
嫌
な
余
興
の
始
ま
り
、
で
す
か
？
」

「
そ
う
だ
ね
い
♪
」

「
本
当
、
く
だ
ら
な
い
事
に
僕
達
を
巻
き
込
ん
で
く
れ
ま
す
ね
、
学
長
様
は
・
・

・
」

「
今
更
何
を
言
い
出
す
ん
だ
い
、
未
邦
？
」
「
ま
ぁ
、
確
か
に
今
更
で
す
が
。

今
更
過
ぎ
て
頭
に
来
る
と
言
い
ま
す
か
、
何
と
言
い
ま
す
か
・
・
・
」

「
と
言
う
よ
り
学
長
さ
ん
は
ど
こ
に
い
る
ん
だ
、
先
輩
？
」

「
外
出
中
。
ら
し
い
よ
・
・
・
」

「
糞
爺
の
せ
い
で
時
間
の
無
駄
に
な
り
そ
う
さ
ね
ぇ
」

「
し
か
し
、
今
回
は
そ
の
学
長
様
の
”
魚
心
が
あ
れ
ば
水
心
”
次
第
で
雑
用
が

決
ま
り
そ
う
で
す
が
、
ね
」

「
何
で
す
か
、
そ
の
魚
心
が
ど
う
の
こ
う
の
・
・
・
な
言
葉
っ
て
？
」

「
・
・
・
」

「
？
」

ポ
ム
ッ

「
え
！
？
」

「
澪
音
く
ん
、
頭
は
大
丈
夫
な
様
だ
ね
い
。
何
時
も
通
り
の
様
で
有
り
難
い
さ

ぁ
」

「
相
手
の
出
方
次
第
で
此
方
に
も
応
じ
方
が
有
る
、
っ
て
意
味
・
・
・
」

「
そ
ん
な
に
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
単
純
な
諺
で
す
し
」

「
ま
ぁ
、
敢
え
て
言
う
な
ら
学
長
は
”
帯
に
短
し
襷
に
長
し
”
だ
ね
い
」

「
え
？
」
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「
・
・
・
」

ポ
ン
ポ
ン

「
遊
澤
先
輩
！
？
」

「
中
途
半
端
で
役
に
立
た
な
い
事
、
だ
よ
・
・
・
」

「
澪
音
に
言
っ
て
も
分
か
ら
な
い
よ
、
怜
壱
先
輩
」

「
ま
ぁ
ね
ー
・
・
・
」

「
神
谷
く
ん
に
一
つ
。
生
兵
法
は
大
傷
の
元
、
で
す
か
ら
ね
」

「
は
ぁ
ー
・
・
・
」

「
意
味
分
か
っ
て
る
の
か
い
、
澪
音
く
ん
？
」

「
全
然
分
か
ん
な
い
で
す
」

ポ
ム
ッ

「
も
う
分
か
り
ま
し
た
よ
！
馬
鹿
、
っ
て
言
い
た
い
ん
で
し
ょ
！
！
」

「
い
え
、
違
い
ま
す
」

「
阿
呆
だ
ろ
い
」

「
柚
稀
ぃ
！
！
！
！
！
」

「
分
か
っ
た
か
ら
。
半
泣
き
に
な
っ
て
る
よ
、
澪
音
」

「
未
熟
者
が
生
噛
り
の
知
識
で
お
こ
・
・
・
」

バ
ッ

「
追
い
討
ち
を
掛
け
な
い
で
く
れ
る
か
、
怜
壱
先
輩
！
」

…
…
…
…
…
…
…
コ
ク
ン

「
今
迷
っ
た
ね
い
」

「
会
長
さ
ん
も
何
気
に
酷
い
で
す
よ
ね
・
・
・
」
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ガ
チ
ャ

「
怜
壱
様
、
鈴
榎
様
、
未
邦
様
、
学
長
が
御
戻
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
」

「
や
っ
と
か
い
？
」

「
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

「
た
か
が
遅
れ
た
位
で
謝
ら
な
く
て
も
良
い
ん
じ
ゃ
・
・
・
」

ス
ッ

「
鈴
榎
先
輩
？
」

「
ち
ょ
っ
と
黙
っ
て
な
せ
い
」

「
？
」
「
こ
の
学
院
の
ト
ッ
プ
は
学
長
様
と
高
等
部
生
徒
会
会
長
様
。
つ
ま
り
、

あ
の
学
長
様
に
仕
え
て
る
御
人
は
学
院
の
ト
ッ
プ
を
待
た
せ
た
事
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
学
長
様
に
仕
え
る
”
咎
”
と
し
て
は
か
な
り
の
罪
に
な
り
、
罰
を
も
与

え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
会
長
さ
ん
が
御
頭
を
御
上
げ
て
良
い
と
仰
れ
ば
話
は
別

で
す
が
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
頭
、
上
げ
て
・
・
・
罰
は
し
な
く
て
良
い
よ
・
・
・
」

「
勿
体
な
い
御
言
葉
で
す
」

「
う
ん
う
ん
。
怜
壱
く
ん
は
優
し
い
ね
！
さ
っ
す
が
怜
壱
く
ん
！
」

「
誰
、
あ
の
人
？
」

「
学
長
で
い
」

「
鈴
榎
先
輩
。
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
は
終
わ
っ
た
よ
」

「
冗
談
、
偽
り
、
嘘
。
ど
れ
で
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

「
正
真
正
銘
の
学
長
。
」

「
は
ぁ
！
？
」

「
嘘
で
す
よ
！
！
」
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参
（
前
書
き
）

ま
た
声
優
さ
ん
を
決
め
て
ま
し
た
ね
、
友
達
は
・
・
・

今
回
は
一
人
だ
け
で
す
が
。

・
篠
山
柚
稀
・
・
・
喜
多
村
英
梨

で
す
ね
。

イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
て
な
く
て
も
そ
こ
は
大
目
に
見
て
下
さ
い
（
。
・
ω
・
。
）
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参
「
只
今
帰
っ
た
よ
、
怜
壱
君
！
い
や
、
待
た
せ
て
し
ま
っ
て
申
し
訳
な
い
ね
！

！
」

「
ウ
ザ
イ
ね
い
」

「
え
え
。
全
く
持
っ
て
ウ
ザ
イ
で
す
」

「
そ
れ
で
！
今
日
は
何
の
用
な
ん
だ
い
！
？
怜
壱
の
頼
み
な
ら
何
で
も
聞
い
ち

ゃ
う
よ
、
ボ
ク
！
」

「
近
寄
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
さ
ぁ
」

「
お
近
付
き
に
な
ら
な
い
で
頂
き
た
い
で
す
」

「
酷
い
な
ぁ
。
あ
、
そ
う
そ
う
。
今
日
は
珍
し
い
子
を
見
掛
け
た
ん
だ
よ
」

「
「
珍
し
い
子
？
」
」

「
あ
。
」

「
馬
鹿
だ
ね
い
」

「
同
情
し
て
差
し
上
げ
な
く
て
も
宜
し
い
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？
」

「
ま
ぁ
・
・
・
良
い
か
・
・
・
な
」

「
良
く
は
無
い
ね
い
。
あ
ん
な
の
が
居
た
ら
目
障
り
極
ま
り
な
い
か
ら
さ
ぁ
。

全
く
・
・
・
」
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「
そ
れ
に
は
同
意
致
し
ま
し
ょ
う
」

コ
ン
コ
ン

「
あ
、
来
た
ん
だ
ね
！
」

「
人
を
呼
び
出
し
と
い
て
其
の
様
な
ん
や
・
・
・
」

「
黙
っ
て
な
せ
ぇ
。
確
か
に
此
処
の
学
長
は
馬
鹿
で
阿
呆
で
役
に
立
た
な
い
か

も
識
れ
ね
ぇ
が
ね
い
・
・
・
利
用
価
値
は
十
分
に
有
る
ん
で
さ
ぁ
！
」

「
ど
ん
な
説
得
の
仕
方
だ
よ
、
鈴
榎
先
輩
！
！
！
？
」

「
ナ
イ
ス
突
っ
込
み
だ
ね
い
、
柚
稀
ち
ゃ
ん
♪
」

「
ま
ぁ
、
突
っ
込
み
の
為
に
創
ら
れ
た
様
な
キ
ャ
ラ
で
す
か
ら
ね
」

「
違
う
わ
、
未
邦
先
輩
！
！
！
」

「
五
月
蝿
い
女
が
居
る
な
あ
。
誰
、
あ
ん
た
ら
？
」

「
ゆ
、
柚
稀
落
ち
着
い
て
・
・
・
」

「
澪
音
、
落
ち
着
け
た
ら
苦
労
は
し
な
い
ん
だ
よ
！
」

「
お
い
、
無
視
し
ん
な
や
」

「
黙
れ
い
」

「
五
月
蝿
い
で
す
よ
、
御
二
方
」

「
学
長
も
で
さ
ぁ
よ
」

「
え
！
ボ
ク
も
な
の
！
？
」
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「
お
い
、
い
い
加
減
に
せ
い
や
・
・
・
！
！
」

「
何
？
」

「
だ
か
ら
誰
や
言
う
て
ん
ね
い
・
・
！
！
？
」

「
情
報
委
員
の
貴
方
様
な
ら
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

ね
」

「
全
く
だ
ね
い
」

「
一
年
生
は
ま
だ
調
査
中
や
で
仕
方
無
い
ん
や
て
」

「
下
ら
な
い
ね
い
」

「
人
数
が
多
い
分
・
・
・
時
間
は
掛
か
る
か
も
識
れ
な
い
ね
・
・
・
」

「
ク
ラ
ス
、
科
、
名
前
を
言
っ
て
く
れ
る
と
直
ぐ
に
解
る
ん
や
け
ど
な
」

「
１
年
Ｃ
組
・
料
理
科
専
門
部
の
篠
山
柚
稀
」

「
１
年
Ｓ
組
・
運
動
学
科
体
育
制
の
神
谷
澪
音
で
す
」

「
あ
。
入
学
早
々
に
問
題
起
こ
し
た
奴
等
か
」

「
入
学
早
々
に
喧
嘩
騒
動
起
こ
し
た
子
達
っ
て
・
・
・
」

「
好
き
で
起
こ
し
た
訳
じ
ゃ
な
い
」

「
好
き
で
問
題
起
こ
さ
れ
て
も
・
・
・
・
・
・
」

「
確
か
に
ね
ぇ
」

「
ご
も
っ
と
も
で
す
ね
」
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「
あ
れ
は
俺
が
悪
い
ん
で
あ
っ
て
柚
稀
が
悪
い
訳
じ
ゃ
・
・
・
」

「
い
や
、
私
も
悪
い
か
ら
」

「
で
も
・
・
・
！
」

「
良
い
よ
・
・
・
も
う
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
ま
ぁ
し
っ
か
し
、
今
回
は
厄
介
な
問
題
で
さ
ぁ
よ
。
教
室
を
血
塗
れ

に
さ
れ
て
生
徒
に
し
て
は
切
り
傷
や
発
熱
ま
で
遣
っ
て
く
れ
て
ま
さ
ぁ
」

「
え
ぇ
」

「
今
回
は
醍
掟
部
・
放
送
、
風
紀
、
情
報
、
生
徒
会
で
遣
っ
て
貰
う
よ
」

永
旧
劉
言
（
ナ
ガ
モ
ト
 
 

ル
イ
）

雪
翼
学
院
の
学
長
で
有
り
、
有
能
だ
が
、
か
な
り
の
童
顔
。
学
生
と
間
違
わ
れ

る
事
も
多
数
。
然
し
生
徒
に
何
か
在
れ
ば
理
事
長
や
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
も
利

用
し
て
し
ま
う
事
も
有
り
、
一
部
の
議
会
で
は
恐
れ
ら
れ
て
い
る

「
オ
レ
も
か
よ
。
阿
呆
ら
し
い
ん
や
な
ぁ
」

永
前
拓
麻
（
ナ
ガ
サ
キ
 
 

タ
ク
マ
）

特
例
科
情
報
特
別
越
階
怪
談
所
属
・
情
報
特
別
委
員
会
委
員
長
。
学
院
全
員
（

一
年
生
は
一
部
除
く
）
の
名
前
や
科
、
生
年
月
日
を
全
て
覚
え
て
い
る
程
記
憶

力
が
高
い

「
ま
ぁ
そ
ん
な
事
言
わ
な
い
で
よ
、
拓
麻
君
」

「
怜
ち
ゃ
ん
が
居
る
か
ら
遣
っ
て
や
ん
よ
。
今
回
は
、
や
け
ど
な
」

「
感
じ
が
悪
い
ね
い
」

「
何
時
も
の
事
で
す
よ
」

「
柚
稀
？
」

「
・
・
・
」
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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泗
（
前
書
き
）

行
き
詰
ま
っ
た
あ
げ
く
の
こ
ん
な
内
容
で
す
（
°
∇
°
；
）
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泗
雪
翼
学
院
・
集
会
場

「
全
校
集
会
な
ん
て
考
え
た
馬
鹿
は
誰
だ
い
？
」

「
学
長
様
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
よ
」

「
・
・
・
」

「
沢
山
居
ま
す
ね
ー
」

「
う
わ
、
人
口
密
度
が
半
端
無
い
よ
」

「
あ
っ
つ
い
ん
や
ん
な
ぁ
、
本
当
に
」

「
仕
方
無
い
だ
ろ
い
」

「
少
し
は
黙
っ
て
居
て
頂
け
ま
せ
ん
か
ね
？
」

「
あ
ん
た
ら
も
や
で
」

「
あ
・
・
・
！
」

「
ん
？
」

「
鈴
榎
、
如
何
な
さ
い
ま
し
た
？
」

「
あ
の
女
・
・
・
」

「
あ
の
方
は
・
・
・
」

「
厄
介
な
の
が
又
増
え
た
ね
い
」

「
は
い
」

「
会
長
さ
ん
！
」
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「
・
・
・
っ
！
」

「
会
長
さ
ん
、
久
し
ぶ
り
で
す
！
」

バ
ッ

「
！
」

「
鈴
榎
・
・
・
未
邦
・
・
・
拓
麻
・
・
・
・
・
・
？
」

「
怜
壱
に
近
付
く
じ
ゃ
な
い
や
い
。
あ
の
時
の
約
束
を
忘
れ
た
と
は
言
わ
せ
な

い
ぜ
ぃ
？
」

「
あ
・
・
・
ぅ
っ
！
！
」

ド
サ
ッ

「
契
約
書
は
ち
ゃ
ん
と
御
書
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
よ
ね
。
言
い
訳
は
通
用
致
し

ま
せ
ん
よ
」

「
こ
り
ゃ
ぁ
、
退
学
や
ね
ぇ
」

「
ち
ょ
っ
、
待
っ
て
よ
！
そ
の
子
が
何
し
た
っ
て
言
う
の
さ
、
先
輩
！
？
」

「
そ
う
で
す
よ
！
」

「
は
い
、
ス
ト
ッ
プ
。
」

「
え
・
・
・
？
」

「
放
送
委
員
会
の
腕
章
・
・
・
」



20

「
あ
ん
た
ら
新
入
生
に
は
分
か
ら
な
い
か
も
し
ん
ね
ぇ
け
ど
な
。
色
々
有
っ
た

ん
だ
よ
、
一
年
前
に
」

「
一
年
前
・
・
・
」

「
あ
の
女
子
生
徒
・
・
・
谷
田
と
遊
澤
の
目
盗
ん
で
怜
ち
ゃ
ん
に
近
付
い
て
た

ん
や
て
ぇ
ー
」

「
何
だ
、
来
た
ん
だ
な
、
永
前
の
片
割
れ
」

「
や
か
や
し
い
わ
、
我
。
ち
ょ
い
と
黙
っ
て
ん
か
い
」

永
前
　
朔
麻

ナ
ガ
サ
キ

サ
ク
マ

拓
麻
の
双
子
の
弟
で
図
書
委
員
会
委
員
長
。
寝
て
い
る
事
が
多
く
、
教
室
に
は

居
る
も
の
の
存
在
意
義
は
全
く
無
し
。
前
髪
を
ピ
ン
で
留
め
て
い
る
。
兄
の
拓

麻
が
大
嫌
い
な
我
儘
王
子

「
ち
っ
た
ぁ
分
か
り
や
す
く
話
し
や
が
れ
！
」

廼
阪
　
聖

ノ
サ
カ

ヒ
ジ
リ

放
送
委
員
会
委
員
長
で
科
学
技
術
指
導
・
政
治
法
学
科
属
。
機
械
に
は
強
い
が

女
子
供
に
は
弱
い
。
一
回
留
年
し
て
居
て
皆
よ
り
は
年
上
だ
が
、
精
神
年
齢
は

か
な
り
低
い
。
私
服
登
校
し
か
し
な
い
問
題
児

「
あ
ん
た
は
ん
が
馬
鹿
な
だ
け
や
ん
け
ぇ
ー
」

「
喧
し
い
わ
、
ボ
ケ
！
」

「
自
覚
が
あ
ん
な
ら
言
う
な
や
、
屑
！
！
！
」

「
黙
れ
、
チ
ビ
！
」

「
や
か
や
し
い
わ
、
デ
カ
！
！
」

バ
キ
ッ

「
お
前
等
が
五
月
蝿
い
で
さ
ぁ
！
少
し
は
静
か
に
し
て
な
せ
え
！
！
」

「
全
校
生
徒
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
ら
、
落
ち
着
き
な
さ
い
」

「
は
ー
い
」

「
へ
い
へ
い
」
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「
反
省
し
て
な
い
み
た
い
で
さ
ぁ
ね
、
廼
阪
セ
・
ン
・
パ
・
イ
」

「
う
わ
、
ム
カ
つ
く
な
」

「
は
ん
。
黙
れ
い
、
こ
の
留
年
野
郎
」
「
出
席
日
数
が
何
だ
っ
て
ん
だ
」

「
あ
ー
。
日
数
不
足
で
留
年
し
た
ん
だ
ね
い
」

「
馬
鹿
で
す
か
？
い
え
・
・
・
馬
鹿
で
す
ね
」

「
最
初
の
質
問
の
意
味
が
無
い
ね
ぃ
。
文
字
数
不
足
だ
け
ど
こ
れ
は
駄
目
だ
ろ

い
」

「
お
や
。
残
念
で
す
」

「
残
念
が
る
な
い
」

「
ま
、
と
り
あ
え
ず
は
。
」

「
怜
壱
、
こ
の
生
徒
は
追
放
す
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
い
？
」

「
・
・
・
・
」

「
追
放
は
い
く
ら
な
ん
で
も
酷
い
で
す
よ
」

「
確
か
に
」

「
会
長
さ
を
・
・
・
」

「
・
・
・
」

「
先
輩
、
逃
げ
ん
の
？
」

「
・
・
・
」

「
そ
の
先
輩
に
背
中
向
け
て
。
逃
げ
る
気
満
々
じ
ゃ
ん
」

「
逃
げ
る
よ
。
逃
げ
な
い
と
過
去
の
こ
と
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
か
ら
」

「
過
去
に
捕
ら
わ
れ
す
ぎ
だ
よ
」

「
柚
稀
に
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
ね
、
こ
ん
な
気
持
ち
・
・
・
」
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「
・
・
・
」

「
じ
ゃ
ぁ
ね
」

バ
キ
ッ

「
・
・
・
っ
！
」

「
あ
り
ゃ
ぁ
」

「
勇
気
が
お
あ
り
の
こ
と
で
」

「
ゆ
、
柚
稀
！
？
」

「
す
ご
・
・
・
」

「
あ
の
怜
壱
を
殴
っ
た
・
・
・
」

「
う
わ
・
・
・
」

「
・
・
・
？
」

「
グ
ダ
グ
ダ
過
去
に
捕
ら
わ
れ
た
気
で
い
る
の
も
・
・
・
大
概
に
し
や
が
れ
、

先
輩
！
！
」

ヒ
ュ
ン
ッ

「
わ
っ
！
」

「
先
輩
、
動
く
な
！
」

「
無
理
だ
よ
」

「
始
ま
っ
た
よ
」

「
柚
稀
ぃ
ー
（
泣
）
」

「
ま
ぁ
、
い
い
と
し
ま
し
ょ
う
」
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ハ
ァ
ハ
ァ
―
―
・
・
・

「
過
去
な
ん
て
変
わ
ら
な
い
ん
だ
よ
・
・
・
っ
・
・
・
い
く
ら
逃
げ
た
っ
て
過

去
な
ん
か
変
え
ら
れ
な
い
。
変
え
た
く
て
も
変
え
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
く

ら
い
先
輩
な
ら
分
か
る
よ
な
」

「
分
か
る
」

「
過
去
が
変
わ
ら
な
い
ん
な
ら
未
来
を
変
え
れ
ば
い
い
だ
ろ
。
未
来
な
ん
て
誰

に
も
分
か
ら
な
い
。
識
ら
な
い
ん
だ
か
ら
さ
」

「
・
・
・
」

「
い
く
ら
先
輩
で
も
未
来
に
は
か
な
わ
な
い
だ
ろ
？
」

「
―
―
―
！
」

「
な
ら
、
先
輩
が
こ
の
学
院
に
い
る
う
ち
に
学
院
の
歴
史
に
な
い
こ
と
を
や
れ

ば
い
い
じ
ゃ
ん
。
誰
も
生
徒
会
長
に
は
逆
ら
わ
な
い
ん
だ
ろ
？
」

「
ゆ
ず
・
・
・
」

「
校
則
と
か
、
決
ま
り
は
守
っ
て
。
他
は
別
に
守
ら
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
」

「
・
・
・
」

「
ち
ょ
い
ち
ょ
い
、
柚
稀
ち
ゃ
ん
。
君
、
今
何
言
っ
た
か
わ
か
っ
て
の
か
い
？
」

「
自
覚
が
な
く
て
は
困
り
ま
す
よ
」

「
へ
？
」

「
こ
り
ゃ
、
わ
か
っ
て
な
い
ね
い
」

「
で
す
ね
」

「
？
」

「
学
院
の
歴
史
に
な
い
こ
と
な
ん
て
ど
う
や
っ
て
や
る
気
だ
い
？
そ
も
そ
も
、

全
校
生
徒
の
目
の
前
で
怜
壱
を
殴
る
か
ね
ぇ
、
普
通
」
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「
あ
・
・
「
喧
嘩
な
ん
て
ど
こ
で
や
っ
て
も
一
緒
だ
よ
」

「
怜
壱
？
」

「
僕
が
悪
か
っ
た
し
」

「
先
輩
何
い
っ
「
喧
嘩
は
ど
こ
で
や
っ
て
も
一
緒
。
」

「
怜
壱
が
言
う
な
ら
」

「
こ
れ
は
喧
嘩
で
す
ね
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

マイペースな恋物語
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